
務連絡

平成� 26年� 8月� 12日

剣道部顧問様

下記の件についてよろしくお額いいたし� 

1，凶地区講習会について

受講希謀者は、当日、現地にて申し込み下さいの� 500円です。
 

2，第� 100自全剣連� f社会体育指導員剣道(初級)Jおよび5体協「

導員剣道〈専門科昌)J養成講習会について

申込書に記入のうえ、� 8/22(余〉還に、 FAX{こて申し込み下さい。� 

3，剣道六・七段受審者講習会について

申込書に記入の上、受講料を添えて� 9/12 (金)迄に書留にて申し込

み下さい。受講料は、� 3000円です。

揖い合わせ・申 埼三五果剣道連盟高校剣道連盟事務局

靖三玉県立大宮東高等学校内

津坂� 

337-0021 

さいたま市見沼塁藤子� 567 

TEL 048-683…� o9 9 5 

FAX 048-680 1900…� 



8 

第� 100回全日本剣道連盟� f社会体育指導員剣道(初薮)J

および公益財出法人民本体育協会� f指導員鋸道(専問科詩)J養成講習会要項� 

1 言 的

地域において、舟111震活動金英雄している学校・道場・クラブ・グノレ…ブ・スポーツ教室等で剣道の実践的

指導に当っている指導者の資質の向上を図札剣道をより充実し正しく普及発燥させること、および指導者

に必要な知識・能力者得ようとする者の養成を目的とする。なお、地域社合における剣道の指導者としての

公的資格を得るための、公益財閥法人岡本体育協会「指導員剣道(専門科悶)Jの講閣を兼ねる。� 

2 主催

全 日本剣道連盟�  

3 期間

平成� 26年工� oJ.I3詩{金)� ~5 詩{設 2語 3 1=l 

4 会場�  

11講習会場・講習生者詰所:産業技術教蒋警 鱒センター

千064-0944 私撰市中央芭円山西町6γ詩会議� 51号 寵話� 011-641 0404 

FAX 011-612…� 9895 

5 日韓および科目

別紙日程表による。 ※講師の都合により、変更する場合がある。� 

6受講資格

(1)各都道府県剣道連盟の霊能会員であり、年齢� 22議以上(原票日)で剣道三段以上の者で、地域に

おいて、弾道活動を実蕗している学校・道場繍クラブ・グループ・スポーツ教室長懇で、剣道の

実践的指導に当っている指導者および指導者記必要な知識・語力を得ょうとする者。� 

(2) 金詩韓を受講できる者。震態として、合議とする。� 

(3) 年齢基準法、手足立� 26年� 3jj31設以離に� 22畿の者。� 

7受講対象〔定員)� 

全匿をと対象として実擁する。

人数枠� 60名〈予定)

申込議事(別紙2)に必要事項を各人が部入し、� 3菱銀都道府県剣道連盟に申込むこと。

都道府県剣道連盟は、一覧表(別紙3)を作成し、申込審� (ZIJ紙 2) を添え一括全長IJ連に申込むこと。

なお、窓員劉れにより中止の場合もあるため、締切り接、受講希躍容は遭難黄IJ涯に爵合せること 9

〔申込み先〕� 
;:33D-0074 さいたま吉??fz区~t詑蒋5-6-5 諾和合持JT舎4繕

{公髭}毒玉果楚道連盟 TE10488348869FAX048叩お令8819四� ..， 

9 申込み締顎り� a

平成26停g出家詩{月)必著のこと。� 

(1) 金鎖遮は申込み締切り接、受講希望者本人に関部書類を送付する。� 

(2) 焚鱗有者は、事成26年� 9月� 19日(金)までに参加経費を臨搬金貧IJl墜に納入する。

法続投ι金義l限装えり虫誌旦紙を送付すも� 

. 



11参加経費

〈講習会参加経費)� 

4一般》 受講耗 18，000円� 

剣道社会体育教本代 2，100円� 

指拍代(金事代・懇親会費含む) 15，610丹� 

集合容真代 1，000円� 

金計 36，710円

まシルバー割引>>6 5議J;l.上は一般の受講料の…言語針。� 

受講料 16，200fIJ 

議選社金体育教本代 2，100円� 

宿?喜代〈食事代・懇親会費合tf} 15，610丹� 

集合掌真代� 1，000円

合計� 34. 9 1 0円� 

※� Yノレパ}対象は平成2ア年3月31おまでに� 65歳になる者。

{全剣連埜録料〉 語講式終了後、銀込用紙者配布するので合格者は後関驚鎌料� (5，400円)

を援り込む。受受難料未払いの場合、認窓会しない。

〈受講取消しの返金〉 (1)平成 26年� 9月� 29詰臼)までは手数料を引き全額程金。

手数料� 610問� 

(2)それ以降は散請しの効かない寄治・食事代と剣道社会体育教本代および

手数料を引いた額を返金。� 
田町. 争� 

(3)上 記 行 ) (2)以外の返金はしない。
。

12安全対第

参加者は、各富十分健康管理に欝建して本講習会に参加すること。

全保護において、講瀧会実撒中、蕩害発生の場合は応悲娃量を講じ、病!実等で袷療を受けられるよう

する。この場合、当日の治撰饗(手術、入践費は含まない)は金剣連が負担する。

なお、全保護は講習中の委託加者の事故iこ対し、{講饗会場への控複途上は含まれる)務饗保鍵に加入する。

参加者は、必ず鍵産保鱒柾(コゼ…不可)を持参すること。� 

13その能

§申込穫に記載される個人情報〈登鮭県名、称号・段位、漢字民名、カナ氏名、年齢、生年月日、

職業等)は金棋連が実癒する本講習会のために利用する。なお、� e主主録襲名、氏名、年齢等の最小眼の個人

情報は必要の都度、接的に合わせ公義媒体(掲示用紙、ホームペ}ジ、郵窓毒事〕に公殺することがある。

更に、剣道の普及発展のためマスコミ関保者立品要な個人情報を提供するととがある。� 

金剣連社会fの講習証を付与し、合摘した者にはj社会体脊指導員r遥:1]参本講留金を受講した者に、全貧

体育器導員剣道〈初薮)Jの認定証を授与する。なお、渡定の基準iと遣しない耗自がある場合は条件付合

格となる。

窃本講習会に合絡した者は、会益封団法人日本枠育協会[指毒事長挺道(専門科自)Jの蘇?者となる。

議本講習会の受講者は、通信教育で� 10単位分を臨宅学習し、講習会時記揺定の論文書?撲出し、� i議儒教育

分の室長記試験を受験する。

@本講饗会の合容は、後日、受講者本人に連絡する。 

e合格者の主主録料は、後日本人より全剣連iこ振り込む。� 

.⑦ f金銭連社会体育指導員剣道(初艇の認定証Jは、後日、翻人評価表と合わせて本人に送付する。



第1.� 0 0回金剣連社会体育 指 養成購腎 (:初務長〉 日租主選を

[平成 26年� 1 0 月 3 日{金 )"'5ß( 只}於:麓業技権教育センタ~]

時限 時 実j 第� 1日照(1 0/3金〉 第� 2自問� (10/4土) 第� 3諮問(1 0/5日)� 

06:30 トレ}ニング・実技実習� 3
ヱ� f本カトレ〕ニング実習

(全 講 蹄)07:15 

07:30 
朝 食 朝 食� 

08:00 

08:30 8:30 受付け開始 留人・集団指導法 剣道の安全・衛生管理
2 

09:15 9: 10 ガイダンス� 

09:25 剣道揖 のむ鐸 体力トレーェング理論
3 9:50 額講式� 

10:10 

10:20 剣道の特性 剣道の臆史 障 疫病の観察と対処
4 

11:05 

11:15 
5 遇措教育分テスト・論文審査 応急処 法 理論テスト� 

12:00 

12:00 
展食�  .休憩 昼食�  .手本態 昼食 司' 体聴�  

13:00 

13:00 実j 汗芸 習・指導法� 1
審判法の理解� 

6 む旗の接作)� 
13:45 

. 

審判の基本投情実習� 1
基本実技・形演技テスト� 

13:55 剣道形案 ・指導法� 2
7 審判技術指導及びテスト� 

14:40 〈全講師)�  

14:50 剣道形実 指 法� 3
審判の基本技術実習� 2

替え・休憩
8 審判技締指導及びテスト、，

半d 正午� 

15:35 (全 講 陣)
コミ7 

15:45 木刀によるj舗装卒枝観法
審判の基本技術実習� 3

設 審判技術指導及びテスト 開講式(結果発表〉� 
16:30 (全講師)  

16:40 剣道の基本投錆指導法王 剣道の基本技術指導諒3
10 

17:25 
. . 

17:35 剣道の基本技術指導法2 剣道の基本技術指導法4
11 

18:20 
. . 

18:30 トレ」ニシグ・実技実習� 1 トレーニング・ 設実習� 2
12 

19:15 (全 講 邸) も (全 講 師)� 

19:15 入浴・夕食 入 裕

自由時間 懇親�  

22:00 位 寝 就 寝� ※(  )は講師名



別紙�  2

第 100間 全日本斜道連盟 F社会体育指導員剣道(初級)1 
および公益財国法人岡本体脊協会「指導員剣道(専門科自)J

養成講習会申込書(鏑入用)
平成ぷ

所講都道府県鎌道連盟� 
伎部 名 )

J<"" 0 
ぬ� 1 5i 

都道
R時� ( 手ふ数岬 )支 部

フリガナ
ーー・邑骨骨判岬匹柑棚田柑---..-- -再再可輔柵輔  W 岨-- 骨削嗣柑酬軸+岬届ー匹--司---四叫噛向酬明晴働問~---.....-品州柵柑輯棉---・_.園酬醐肺酬軸圃瞳---ーー圃河_.甲岨糊跡地曲4・・ーーーー._-由#闇刷瞬時相世軸鯛--ー--・-.酷酬掛酬岬--・噛 E 骨ー-情

民 〈笹別)� I (男・女)

号 ※迄、ずご記入ください

齢) 昭・平 年 月 読 ( 議〕制作l0Jl2a終例年齢� 

T 

金 所

携 帯 )�  TEL( 

合社員 響察官 患者官 謂防雪 毘体職員

職 金務長臨営業 婦 燕 識 そ の 能 ( �  ) 

勤務 名称名称:
〈又は通 を記入)

住所:

住 所�  TEL( ) 

剣道に関する称号( 士) 教得年月間 昭和‘平或 年 月

:概 得 喪格段位〈 段) 敬得年月時昭和・平成 見

中学校

最終屋 高学校

大学 学部合 専攻

ふ校年~年大

剣道 動 中校年~年 社会人 年間

高等校 年~ 通算鎚道援 年

{関話時期(年数)指 対 象� 

( ) 
指 導 壁一一一恥� 

( 
園田宇田---円噌酬伊屯直一九----司情聴四皿哨品同町世�  E 事� 

( ) 

市町村レベル(

競 技 実 護大会レベル(

(最高大会名を言記入) 地譲ブロックレベル(

;全盟大会レベル〈

市町村レベル(

審判 績大会レベル(

(最高大会名を記入) 議議ブロックレベル〈

全国大会レベル(

錦、拍しない

講溜会前日(10月2日) 前治希望{夕食融朝ゴをあり〉 十� 5，� 700円
の寄拍希5援の存無

言言語持翠(夕食なし・朝食あり) 十 4，400円


